
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：MFRI02

（１）実施機関名：

山梨県富士山科学研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

火山モニタリングと地下水流動把握のための多点連続重力観測

（３）関連の深い建議の項目：

5 研究を推進するための体制の整備

(3)研究基盤の開発・整備

ア. 観測基盤の整備

イ. 観測・解析技術の開発

ウ. 地震・火山現象のデータ流通

エ. 地震・火山現象のデータベースの構築と利活用・公開

（４）その他関連する建議の項目：

1地震・火山現象の解明のための研究

(5)地震発生及び火山活動を支配する場の解明とモデル化

ウ. 火山噴火を支配するマグマ供給系・熱水系の構造の解明

5 研究を推進するための体制の整備

(2)総合的研究

オ. 高リスク小規模火山噴火

（５）総合的研究との関連：

高リスク小規模火山噴火

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
研究課題「富士山における地下水観測」では富士北麓地域の涵養源の把握のために同位体比や主要イ

オン，微量元素などの測定を行い，代表的な水文地質構造の地下地質断面図をまとめた．

（７）本課題の５か年の到達目標：

本課題ではこれまで同様，井戸や湧水等での水位観測・水質観測によって富士山麓の水の流れを追う

とともに，重力観測を行うことで広域的に水の動きを追うことを試みる．水位観測については可能で

あれば観測点数の増強を行い，重力連続観測点についても複数点展開する．これまでに明らかになっ

た水理地質構造に基づき地下水流動による重力効果のシミュレーションを行う．

（８）本課題の５か年計画の概要：

平成 31年度～32年度においては重力観測点の整備を行い観測データの即時的流通を図るとともに，水

質調査による水理地質構造の解明をすすめる．また，研究所内井戸の水位観測を実施しデータの流通



を図る．平成 35年度までには，重力観測データ蓄積により季節変動成分が議論できる状態になり，水

位観測データを参照することで既知の水理地質構造中での地下水流動による理論重力値を観測値と比

較できる状態を目指す．

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
山梨県富士山科学研究所 　火山防災研究センター

他機関との共同研究の有無：有

産業技術総合研究所：名和一成研究グループ長

東京大学地震研究所：今西祐一准教授

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：

電話：

e-mail：

URL：

（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：本多亮 　

所属：山梨県富士山科学研究所


